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江府町の人口

（6月30日現在）
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▲きれいな花が咲きますように（写真は江府中学校事粍主任雷戸項也氏提供）

広
が
れ
親
切
の
翰

江
府
中
学
校
小
さ
な
親
切
ク
ラ
ブ

江
府
中
学
校
の
小
さ
な
親
切
ク
ラ
ブ
は
一
年
生
か

ら
三
年
生
ま
で
十
五
名
が
毎
週
水
曜
日
に
活
動
し
て

い
ま
す
。
昨
年
度
は
、
J
R
江
尾
・
武
庫
郡
の
掃
除
、

一
人
暮
ら
し
の
お
年
よ
り
に
マ
フ
ラ
ー
を
編
ん
だ
U

L
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
活
動
は
小
さ
な
親
切
ク
ラ
ブ

の
働
き
か
け
で
生
徒
会
を
通
し
て
全
校
で
取
り
組
ん

で
い
る
も
の
で
す
。

今
年
度
は
、
バ
ス
停
の
掃
除
、
一
人
暮
ら
し
の
お

年
よ
り
の
人
に
手
紙
を
書
い
た
り
、
花
を
贈
っ
た
り

す
る
計
画
を
た
て
て
い
ま
す
。
七
月
十
八
日
に
は
、

お
年
よ
り
に
贈
る
花
を
鉢
に
植
え
替
え
、
喜
ば
れ
る

よ
う
に
毎
日
水
を
や
り
、
き
れ
い
な
花
を
作
っ
て
い

き
た
い
と
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

私
達
の
活
動
で
、
中
学
校
さ
ら
に
は
町
内
に
、
親

切
の
輪
が
広
が
れ
ば
な
に
よ
り
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
江
府
中
学
校
教
諭
　
久
城
伸
彦
）

Soumu
四角形

Soumu
四角形
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6月町騰会定例会

一般会計

6，443万円を補正

6月町議会定例会は、6月23日から5日間の会
期で開かれ、町長提出の全議案が原案どおり可決
されました。

議決された事項は〉欠のとおりです。

○
議
会
の
議
員
そ
の
他
非
常
勤
の

職
員
の
公
務
災
害
補
償
等
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正

同
一
の
事
由
に
よ
る
年
金
た
る

補
償
と
他
の
法
令
に
よ
る
年
金
が

支
給
さ
れ
る
場
合
の
額
の
調
整
を

行
う
も
の
で
す
。

○
鳥
取
累
造
林
公
社
と
分
収
契
約

の
締
結

神
奈
川
財
産
区
所
有
地
を
造
林

公
社
と
分
収
契
約
す
る
も
の
で
す
。

○
汀
府
町
俣
野
（
長
通
シ
）
地
区

字
の
区
域
の
変
更
及
び
廃
止

俣
野
地
区
長
通
シ
団
地
は
場
整

備
の
換
地
処
分
に
伴
う
字
の
区
域

を
変
更
及
び
廃
止
を
す
る
も
の
で

す
。

○
江
府
町
俣
野
　
（
奥
田
）
　
地
区
字

の
区
域
の
変
更

俣
野
地
区
奥
田
団
地
は
場
整
備

の
換
地
処
分
に
伴
う
字
の
区
域
の

変
更
を
す
る
も
の
で
す
。

○
過
疎
地
域
振
興
計
画
の
変
更

過
疎
地
域
振
興
特
別
措
置
法
の

規
定
に
よ
り
策
定
し
た
過
疎
地
域

振
興
計
画
の
本
文
を
変
更
す
る
も

の
で
す
。

○
昭
和
六
十
三
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
　
（
第
二
号
）

新
規
事
業
の
組
入
れ
及
び
事
業

内
容
を
変
更
す
る
た
め
、
六
、
四

四
三
万
円
を
増
額
す
る
も
の
で
す
。

○
昭
和
六
十
三
年
度
簡
易
水
道
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
一
日
づ
）

第
一
共
同
水
道
の
給
水
人
口
増

大
に
備
え
、
第
二
水
源
確
保
の
た

め
の
調
査
を
す
る
た
め
、
一
八
九

万
八
千
円
を
増
額
す
る
も
の
で

す
。

○
昭
和
六
十
。
一
年
度
米
沢
財
産
区

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
一
日
で
）

下
蚊
屋
ダ
ム
建
設
に
伴
う
損
失

補
償
金
に
か
か
る
も
の
で
、
三
二

九
万
三
千
円
を
増
額
す
る
も
の
で

す
。

五
月
町
議
会
臨
時
会

－
五
月
三
十
日
開
会
－

議
決
事
項

○
専
決
処
分
し
た
事
項
の
承

認
　
（
三
件
）

昭
和
六
十
二
年
度
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
八
号
）
、

昭
和
六
十
二
年
度
老
人
保
健

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
三

号
）
、
税
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

○
同
氏
健
康
保
険
税
条
例
の

一
部
改
正

○
消
防
団
条
例
の
一
部
改
正

○
昭
和
六
十
三
年
度
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
一
号
）

町
長
の
行
政
報
告

（
六
月
町
議
会
定
例
会
か
ら
）

第217号

総
　
務

四
日
二
十
日
、
土
井
之
内
会
館

で
区
長
会
が
開
か
れ
、
三
十
九
部

落
区
長
の
委
嘱
状
の
交
付
、
昭
和

六
十
二
年
度
集
落
経
営
基
金
を
交

付
し
、
日
赤
募
金
・
共
同
募
金
の

優
良
地
区
へ
表
彰
状
を
贈
り
ま
し

た
。ま

た
、
今
年
度
の
江
府
町
行
政

方
針
及
び
行
政
の
大
綱
の
説
明
を

行
っ
て
事
業
の
確
認
と
行
政
の
推

進
を
図
り
ま
し
た
。

西
部
地
区
の
市
町
村
行
政
懇
談

会
が
五
月
十
三
日
、
米
子
市
皆
生

温
泉
会
館
で
開
か
れ
、
各
市
町
村

か
ら
県
に
対
す
る
懸
案
事
項
、
要

望
事
項
に
つ
い
て
提
議
し
、
ま
た
、

県
側
か
ら
市
町
村
に
揺
議
さ
れ
た

懸
案
事
項
、
要
望
事
項
に
つ
い
て

懇
談
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

四
月
二
十
九
日
付
の
春
の
叙
勲

で
美
用
の
下
尾
千
鶴
子
㌔
が
社
会

福
祉
功
労
に
よ
り
勲
六
等
宝
冠
章
、

洲
河
崎
の
影
山
一
亮
㌔
が
農
業
振
興

功
労
に
よ
り
黄
綬
褒
章
を
受
章
さ

れ
ま
し
た
。

ま
た
、
三
月
十
六
日
亡
く
在
ら

れ
た
一
旦
の
井
上
信
雄
㍉
に
教
育

功
労
に
よ
り
従
六
位
勲
五
等
瑞
宝

章
が
授
け
ら
れ
ま
し
た
。

井
上
さ
ん
は
、
昭
和
三
年
三
月

鳥
取
県
気
高
那
賀
露
尋
常
高
等
小

学
校
に
奉
職
以
来
、
教
職
員
と
し

て
三
十
一
年
の
永
き
に
わ
た
り

学
校
教
育
の
発
展
に
尺
、
く
さ
れ
た

功
績
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

四
月
六
日
か
ら
十
五
日
ま
で
春

の
交
通
安
全
運
動
が
全
国
一
せ
い

に
行
わ
れ
ま
し
た
。

町
で
も
交
通
安
全
思
想
、
交
通

道
徳
の
普
及
と
交
通
ル
ー
ル
、
マ

ナ
ー
の
実
践
を
習
慣
づ
け
、
交
通

事
故
防
止
の
徹
底
を
図
る
た
め
、

各
関
係
機
関
、
団
体
等
の
協
力
に

よ
り
、
交
通
安
全
パ
レ
ー
ド
、
街

頭
指
導
、
交
通
安
全
施
設
の
点
検
、

広
報
車
に
よ
る
啓
発
、
新
入
学
児

町
長
日
誌

＊
5
　
月

1
日
脚
　
運
動
公
園
ナ
イ
タ
ー
開
き

2
日
㈲
　
婦
人
連
絡
協
議
会
総
会
、

同
和
推
進
協
議
会
役
員
会
、

日
野
農
林
振
興
局
耕
地
課

長
来
庁

6
日
㈲
　
広
域
林
道
宝
仏
山
線
整
備

推
進
協
議
会
総
会
、
町
内

弔
問

7
日
州
∵
町
内
葬
儀

9
日
㈲
　
運
動
公
園
投
光
機
協
議
、
下

尾
千
鶴
子
氏
叙
勲
伝
達
式
、

Soumu
四角形

Soumu
四角形
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童
に
黄
色
い
か
さ
、
手
提
袋
の
配

付
を
行
い
ま
し
た
。

江
府
町
明
る
い
選
挙
推
進
協
議

会
研
修
会
が
六
日
十
四
日
、
土
井

之
内
会
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。
研

修
会
に
は
、
明
正
選
挙
推
進
委
員
、

区
長
、
各
種
同
体
役
員
を
ど
約
六

十
名
が
参
加
、
山
陰
中
央
新
報
社

取
締
役
米
子
総
局
長
亀
本
光
明
氏

の
　
「
地
方
政
治
の
方
向
」
と
題
す

る
講
演
を
聞
き
、
違
反
の
を
い
き

れ
い
を
選
挙
を
実
柁
す
る
た
め
の

研
修
を
行
い
ま
し
た
。

同

和

対

策

「
部
落
解
放
基
本
法
」
制
定
要

求
第
二
期
第
円
波
中
央
集
会
及
び

各
軍
父
渉
が
五
目
二
十
E
R
、
二

十
五
日
の
二
日
間
、
東
京
都
中
央

区
立
中
央
会
館
及
び
関
係
省
庁
で

開
か
れ
、
町
か
ら
二
名
が
参
加
し

ま
し
た
。

こ
の
集
会
は
、
地
域
改
善
対
策

特
別
事
業
に
係
る
国
の
財
政
上
の

特
別
措
置
に
関
す
る
法
律
が
昨
年

四
日
か
ら
五
ヶ
年
の
時
限
立
法
と

し
て
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
が
、
部

落
問
題
の
完
全
解
決
を
期
す
る
う

え
で
、
残
さ
れ
た
課
題
解
決
の
た

め
根
拠
と
な
る
基
本
法
制
定
に
向

け
国
に
要
求
す
る
集
会
と
し
て
開

催
さ
れ
た
も
の
で
す
。

企

画

開

発

二
目
の
町
議
会
定
例
会
で
共
同

労
役
災
空
補
償
制
麿
が
新
設
さ
れ

ま
し
た
が
、
．
E
H
十
日
現
在
で
二
．

十
一
部
落
、
延
二
、
五
二
一
人
が

加
入
し
ま
し
た
。

関
目
十
五
円
、
鳥
取
県
リ
ゾ
ー

ト
構
想
検
討
委
員
会
が
開
か
れ
、

民
間
コ
ン
サ
ル
会
社
に
委
託
し
て

い
た
リ
ゾ
ー
ト
に
関
す
る
調
査
報

告
書
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
報
告
書
の
を
か
で
江
府
町

は
、
開
発
拠
点
地
域
「
大
山
山
麓

ゾ
ー
ン
」
、
「
国
際
派
の
カ
ン
ト

リ
ー
リ
ゾ
ー
ト
ゾ
ー
ン
」
に
位
置

づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

民
　
生

関
目
二
十
一
日
、
食
生
活
改
善

推
進
協
議
会
総
会
が
、
土
井
之
内

会
館
で
開
か
れ
、
昭
和
六
十
二
年

度
決
算
と
昭
和
六
十
三
年
度
事
業

計
画
の
協
議
と
各
支
部
の
一
年
間

の
活
動
報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
役
員
改
選
で
は
下
安
井

の
宮
本
喜
代
子
さ
ん
が
新
年
度
の

会
長
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

農
　
林

四
月
二
十
六
日
、
土
井
之
内
会

館
で
広
域
基
幹
林
道
宝
仏
両
線
建

設
推
進
協
議
会
が
開
催
さ
れ
、
昭

和
六
十
E
年
度
着
工
予
定
の
広
域

基
幹
林
道
宝
仏
山
線
へ
俣
野
篠
谷

山
～
日
野
町
金
持
間
、
二
十
二
は
…
）

の
建
設
に
伴
い
関
係
部
落
代
表
に

よ
る
協
議
を
行
い
ま
し
た
。

先
月
三
十
一
日
、
会
計
検
査
院

農
林
二
課
の
会
計
検
査
が
行
わ
れ

昭
和
五
十
年
度
以
降
の
公
共
、
非

公
共
の
補
助
事
業
に
つ
い
て
検
査

を
受
け
ま
し
た
。

川
日
㈹

1
1
日
㈱

1
2
日
㈱

「
ふ
る
さ
と
の
顔
づ
く
り
交
付
金
」
で

ス
イ
ン
グ
ベ
ル
の
塔
を
設
置

こ
の
た
び
、
県
の
　
「
ふ
る
さ
と

の
顔
づ
く
り
交
付
金
」
　
の
交
付
市

町
村
が
発
表
さ
れ
、
江
府
町
の
　
「

チ
ロ
ル
の
里
・
ス
イ
ン
グ
ベ
ル
の

塔
設
置
」
に
一
千
万
円
が
交
付
さ

れ
る
こ
と
に
決
ま
り
ま
し
た
。

「
ふ
る
さ
と
の
顔
づ
く
り
交
付

金
」
は
、
ジ
ゲ
お
こ
し
の
一
環
と

し
て
、
魅
力
あ
る
ふ
る
さ
と
づ
く

り
の
促
進
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
よ

う
と
今
年
度
新
設
さ
れ
た
も
の
で

事
業
費
の
二
分
の
一
が
交
付
さ
れ

ま
す
。町

で
は
恵
ま
れ
た
自
然
を
生
か

し
た
リ
ゾ
ー
ト
地
を
目
指
し
て
、

「
チ
ロ
ル
の
里
」
構
想
を
策
定
し

て
い
ま
す
。

そ
の
チ
ロ
ル
の
里
づ
く
り
の
シ

ン
ポ
ル
と
時
報
用
鐘
と
青
少
年
健

全
育
成
の
愛
の
鐘
の
願
い
を
こ
め

て
企
画
し
た
も
の
で
す
。
こ
の
ベ

ル
の
周
辺
は
住
民
の
憩
の
場
所
に

ふ
さ
わ
し
い
庭
園
化
も
計
画
し
て

お
り
現
在
設
置
場
所
に
つ
い
て
最

終
の
検
討
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

鳴
ら
さ
れ
る
曲
目
は
八
十
曲
が

可
能
で
あ
り
四
季
折
々
に
ふ
さ
わ

し
い
ベ
ル
の
音
が
聴
か
れ
そ
う
で

す
。

1
3
日
㈲

1
4
日
川

1
6
日
㈲

1
7
日
㈹

1
8
日
㈱

1
9
日
㈲

2
0
日
㈲

2
1
日
㈹

2
2
日
脚

2
3
日
㈲

県
町
村
会
事
務
局
長
来
庁

西
部
町
村
会
、
町
職
員
互

助
会
総
会
、
運
動
公
園
グ

ラ
ン
ド
整
備
機
具
導
入
協

議在
　
勤
、
本
町
五
丁
目
地

区
役
員
・
第
一
共
同
水
道

組
合
長
来
庁

町
学
校
教
育
振
興
会
、
東

大
山
せ
き
が
ね
荘
創
業
二

十
周
年
記
念
式

県
市
町
村
行
政
懇
談
会

森
林
組
合
理
事
会
、
泉
源

開
発
関
係
協
議

町
同
和
教
育
推
進
協
議
会

総
会
、
江
尾
水
道
組
合
総
会

議
…
㌘
特
別
セ
ミ
ナ

ー
）
、
町
内
弔
問

在
　
勤
、
町
内
葬
儀

町
商
工
会
総
会

西
部
広
域
行
政
管
理
組
合

臨
時
会

町
内
弔
問

日
野
町
江
府
町
日
南
町
衛

生
施
設
組
合
議
会
定
例
会
、

地
域
農
政
推
進
合
議
、
町

内
弔
問

2
4
日
脚

2
5
日
㈱

鳥
取
行
政
監
察
事
務
所
監
査

東
京
出
張

（
全
国
自
然
休
養
村
役
員

会
・
総
会
、
全
国
山
村
振

興
連
盟
総
会
、
全
回
自
然

Soumu
四角形

Soumu
四角形

Soumu
四角形
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納
期
が
四
回
か
ら
八
回
に
分
割
さ
れ
ま
し
た

2
7
日
㈲

8
，
1
、
J

2
L
L
〓

2
9
日
㈱

3
0
日
脚

3
1
日
吠

l
口
水

第217号

被
保
険
者
割
と
課
税

限
度
額
が
ア
ッ
プ

国
保
は
、
加
入
者
が
ふ
．
だ
ん
か

ら
そ
れ
ぞ
れ
の
収
入
に
応
じ
て
お

金
を
出
し
合
い
、
病
気
や
ケ
ガ
を

し
た
と
き
の
医
療
費
に
あ
て
よ
う

と
い
う
相
互
扶
助
を
目
的
と
し
て

運
営
さ
れ
、
「
国
民
皆
保
険
」
と

い
う
医
療
保
険
の
制
度
で
す
。
こ

の
運
営
を
す
る
た
め
、
加
入
者
が

出
し
合
う
お
金
が
国
保
税
で
す
。

国
保
は
、
国
か
ら
の
補
助
金
や

国
保
税
を
財
源
と
し
て
運
営
さ
れ

て
い
ま
す
。
加
入
者
が
お
医
者
さ

ん
に
看
て
も
ら
っ
た
と
き
、
病
院

の
窓
口
で
医
療
費
の
三
割
を
支
払

い
、
残
り
の
七
割
は
国
保
の
療
養

給
付
費
で
支
払
わ
れ
ま
す
。
国
保

税
は
、
国
保
の
財
源
と
し
て
、
こ

う
し
た
医
療
費
や
ほ
か
に
助
産
費
、

葬
祭
費
を
ど
に
充
て
ら
れ
ま
す
。

国
保
税
は
、
世
帯
の
一
年
間
の

収
入
に
応
じ
て
計
算
す
る
所
得
割

と
、
世
帯
の
資
産
に
よ
っ
て
計
算

す
る
資
産
割
、
一
律
に
一
世
帯
に

加
算
さ
れ
る
世
帯
割
、
世
帯
の
人

数
に
よ
っ
て
計
算
さ
れ
る
被
保
険

＊税率の改正

区　　 分 改正前

所　 得　 割 乙丘と
100

資　 産　 割 54．28
1石打

世　 帯　 割 28，020

被保険者割 24，540

区　　 分 改正後

所　 得　 割 Z」塑
100

資　 産　 割 52．95
7 両‾

世　 帯　 割 28，020

被保険者割 25，180

者
割
の
四
つ
を
合
計
し
た
も
の
で

課
税
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
回
の
改
正
は
表
の
と
お
り
で

す
が
、
税
率
で
は
所
得
割
と
資
産

割
が
下
が
り
、
世
帯
の
人
数
に
よ

っ
て
計
算
さ
れ
る
被
保
険
者
割
が

一
人
六
四
〇
円
引
き
上
げ
ら
れ
ま

し
た
。

ま
た
、
所
得
別
、
資
産
別
、
世

帯
別
、
被
保
険
者
割
の
合
計
し
た

税
額
に
は
、
限
度
額
が
定
め
ら
れ

て
お
り
、
こ
の
静
掛
掛
酎
静
が
三

十
九
万
円
か
ら
四
十
万
円
と
在
り
、

一
万
円
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

た
と
え
ば
四
つ
を
合
計
し
た
税
額

が
四
十
万
円
を
超
え
た
と
し
て
も

国
保
税
は
四
十
万
円
で
打
切
り
と

な
り
ま
す
。

7
口
］
九
八

8
R
H
水

9
日
木

1
0
日
㈲

1
1
日
州

1
2
日
脚

1
3
日
脚

休
養
村
新
加
入
町
村
研
修

会
）

町
森
林
組
合
総
代
会
、
職

域
野
球
人
会
開
始
式

下
蚊
尾
運
動
公
園
完
成
記

念
運
動
会

町
議
会
臨
時
会
、
町
軍
人

恩
給
連
盟
総
会

会
計
検
査
（
農
林
関
係
）

＊
6
　
月

四
国
出
張

〈
町
母
子
会
研
修
、
中
E

国
自
然
休
蕃
村
協
議
会
総

会
及
び
現
地
研
究
会
）

県
町
村
会
定
期
総
会
、
退

職
手
当
組
合
議
会

日
野
郡
連
合
婦
人
会
役
員

研
修
会

満
目
地
区
防
犯
協
議
会
総

会
、
日
野
地
方
振
興
協
議

会
総
会

東
京
出
張

（
発
電
関
係
市
町
村
全
国

協
議
会
理
事
会
）

中
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
過
疎
対

策
会
議
（
鳥
取
市
）

在
勤
、
二
森
県
会
議
員
来
庁

西
部
町
村
会

下
蚊
屋
ダ
ム
関
係
会
議

町
森
林
組
合
役
員
会
、
N

H
K
米
子
放
送
局
部
長
・
下

安
井
地
区
役
員
来
庁

Soumu
四角形

Soumu
四角形
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一
世
帯
当
り
の
保
険
税
は

（
据
置
二
六
万
五
千
円

治
療
費
の
値
上
り
、
お
年
よ
り

が
増
え
た
こ
と
な
ど
で
医
療
機
関

に
支
払
わ
れ
る
医
療
費
は
、
年
々

増
え
、
国
保
の
運
営
は
ど
こ
の
町

で
も
頭
の
痛
い
問
題
で
す
。

国
保
の
財
政
は
、
年
間
に
ど
れ

く
ら
い
医
蝶
費
が
必
要
か
を
計
算

し
、
そ
れ
に
も
と
す
い
て
国
保
税

も
決
め
ら
れ
ま
す
。
医
療
費
が
増

え
れ
ば
そ
れ
に
合
わ
せ
て
国
か
ら

の
補
助
金
も
増
え
ま
す
が
、
限
り

あ
る
国
保
の
財
政
運
営
の
中
で
医

療
費
が
伸
び
れ
ば
そ
れ
だ
け
国
保

税
を
引
き
上
げ
る
結
果
に
な
っ
て

き
ま
す
。
六
十
三
年
度
の
江
府
町

の
医
蝶
費
総
額
は
、
四
億
四
、
五

三
七
万
九
千
円
が
見
込
ま
れ
て
い

ま
す
が
、
こ
れ
を
ま
か
な
う
の
に

国
の
補
助
金
等
を
引
い
た
と
こ
ろ

が
、
世
帯
当
り
一
七
万
五
、
五
〇

〇
円
と
な
り
ま
す
。

そ
こ
で
加
入
者
の
税
額
（
負
担
）

を
軽
く
す
る
た
め
、
一
般
会
計
か

ら
の
繰
入
れ
、
補
填
に
よ
っ
て
減

額
し
、
昨
年
度
と
同
額
の
一
世
帯

当
り
十
六
万
五
千
円
に
在
っ
て
い

ま
す
。

税金を納めやすく

納期を8回に分割

今
年
の
税
率
の
改
正
は
、
加
入

者
の
課
税
対
象
数
値
の
変
動
に
よ

る
も
の
で
、
今
回
は
、
合
せ
て
納

期
も
変
更
さ
れ
ま
し
た
。

今
ま
で
は
、
年
四
回
に
分
け
て

国
保
税
を
納
め
て
い
た
だ
い
て
い

ま
し
た
が
、
更
に
八
回
に
分
割
し

て
、
加
入
者
の
重
税
感
を
な
く
し

税
金
を
納
め
や
す
く
し
た
も
の
で

す
。
変
更
さ
れ
た
納
期
は
、
次
の

と
お
り
で
す
。

実
際
に
治
療
を
受
け
て
み
る
と

国
保
の
制
度
の
あ
り
が
た
さ
は
重

々
わ
か
っ
て
い
を
が
ら
、
誰
で
も

い
ざ
税
金
を
支
払
う
と
な
れ
ば
大

変
を
も
の
で
す
。

第
一
期

等
三
期

第
五
期

第
七
期

一±九七
月　日　月　月

第第第第
八六四二
期期期期

二三十八
月　月　日　月

1
4
円
0
0

1
5
円
㈱

▲定期健診で
健康をチェック

日
ご
ろ
か
ら
の

健
康
管
理
を

町
で
は
住
民
健
診
・
胃
ガ
ン
検

診
・
子
宮
ガ
ン
検
診
を
ど
い
ろ
い
ろ

な
保
健
活
動
を
は
じ
め
、
健
庫
教
室
、

健
康
づ
く
り
大
会
を
ど
実
施
し
て

健
康
管
理
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

国
保
は
、
健
康
な
生
活
を
守
る

た
め
の
保
険
で
す
。
病
気
に
な
れ

ば
十
分
な
治
蝶
を
受
け
る
こ
と
ば

当
然
な
こ
と
で
す
が
、
ま
ず
自
分

の
健
康
は
自
分
で
守
る
と
い
う
心

が
ま
え
が
大
切
で
す
。
定
期
的
を

健
診
を
受
け
、
日
ご
ろ
か
ら
自
分

の
健
康
状
態
を
き
ち
ん
と
把
捉
し

て
、
病
気
が
み
つ
か
っ
た
ら
早
く

正
し
い
治
療
を
受
け
る
こ
と
が
、

自
分
を
守
る
こ
と
に
も
な
り
、
ま

た
ひ
い
て
は
、
医
療
費
の
伸
び
を

抑
え
、
国
保
の
健
全
を
運
営
に
も

つ
な
が
る
の
で
す
。

1
6
日
㈱

H
H
㈲

1
8
日
山

川
H
㈲

即
日
㈲

2
1
円
㈱

2
2
円
㈱

2
3
円
㈱

2
4
円
㈲

2
5
円
山

2
6
円
㈲

2
7
円
㈲

2
8
日
0
0

2
9
日
㈹

即
日
㈲

町
明
る
い
選
挙
推
進
協
議

会
研
修
会
及
び
総
会
、
郡

社
会
教
育
協
議
会
常
任
委

員
会

在
勤
、
杉
谷
地
区
待
員
・
‖
ハ

田
地
区
役
員
・
県
企
画
部
次

長
来
庁
、
洲
河
崎
地
区
役
員
全

町
保
健
委
員
会
、
江
尾
区

会
議

東
京
出
張

（
全
国
過
疎
地
域
振
興
連

盟
理
事
会
）

米
原
地
区
運
動
会

在
　
勤

郡
社
会
教
育
協
議
会
総
会

在
　
勤
、
道
路
公
団
事
務

所
長
来
庁

町
議
会
定
例
会

在
　
勤
、
消
防
操
法
町
長

査
閲

尾
上
原
地
区
行
政
座
談
会
、

西
部
消
防
ポ
ン
プ
操
法
大

会町
議
会
定
例
会
、
佐
川
地

区
役
員
会

半
ノ
上
地
区
行
政
座
談
会

野
坂
国
会
議
員
来
庁

存
　
勤
、
県
町
村
会
長
・

本
町
五
丁
目
地
区
役
員
来

建
設
省
倉
吉
工
事
事
務
所

と
の
協
議
会
、
乗
尾
地
区

役
員
来
庁

◎
会
社
、
事
業
所
な
ど
を
や
め
た
人
は
役
場
国
保
係
で
国
民
健
康
保
険
の
手
続
き
を
し
ま
し
ょ
う
。

Soumu
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わ
だ
い

〃
＝
≠
〃
＝
≠
〃
〃
u
≠

訓
練
の
成
果
発
揮

県
消
防
ポ
ン
プ
操
法
大
会

第
一
一
分
団
み
ご
と
優
勝

▲キビキビと操作を行う消防団員

第
三
十
四
回
、
県
消
防
ポ
ン
プ

操
法
大
会
が
七
月
十
日
、
米
子
市

の
鳥
取
県
消
防
学
校
で
開
か
れ
、

各
地
区
大
会
で
選
抜
さ
れ
た
二
十

四
チ
ー
ム
が
出
場
し
て
日
ご
ろ
の

訓
練
の
成
果
を
競
い
合
い
ま
し
た
。

江
府
町
か
ら
は
、
第
二
分
団
が

自
動
車
ポ
ン
プ
の
部
に
出
場
、
キ

ビ
キ
ビ
と
し
た
技
を
披
露
し
て
み

ご
と
優
勝
に
輝
き
ま
し
た
。

競
技
は
、
ホ
ー
ス
の
延
長
操
作

と
収
納
操
作
の
所
要
時
間
、
操
作

の
要
領
と
正
確
さ
な
ど
に
つ
い
て

審
査
が
行
わ
れ
ま
す
。

操
法
大
会
に
出
場
し
た
選
手
と

成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
出
場
選
手
－
敬
称
略
－

▲江尾郵便局に昔を移植

花
い
っ
ぱ
い
運
動

駅
や
郵
便
局
に
も

千
藤
　
　
正

川
上
　
良
文

森
田
　
哲
也

塚下矢
原垣下

吉憤
守正二

○
自
動
車
ポ
ン
プ
の
部
成
績

二
位
）
江
府
町
、
（
二
位
）
大
栄

町
、
（
三
位
）
鳥
取
市
、
（
四
位
）

青
谷
町
、
（
五
位
）
米
子
市
、
〓
ハ

位
）
名
和
町
　
－
以
下
省
略
I

町
婦
人
会
（
樋
口
律
子
会
長
）

は
、
町
を
花
で
飾
ろ
う
と
事
業
の

一
環
と
し
て
花
い
っ
ぱ
い
運
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
び
駅
や
郵
便
局
で
も
花

を
楽
し
ん
で
も
ら
お
う
と
江
尾
駅

に
プ
ラ
ン
タ
ー
を
設
置
、
江
尾
郵

便
局
の
花
壇
に
花
の
苗
を
植
え
ま

し
た
。婦

人
会
で
は
、
昭
和
六
十
二
年

度
に
住
み
よ
い
町
づ
く
り
交
付
金

事
業
の
補
助
を
う
け
、
会
員
七
十

名
に
プ
ラ
ン
タ
ー
を
配
る
な
ど
花

い
っ
ぱ
い
運
動
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

今
年
は
、
会
員
の
畑
で
育
て
た

サ
ル
ビ
ア
、
ト
レ
ニ
ア
、
ア
ゲ
ラ

タ
ム
の
花
の
苗
を
配
り
ま
し
た
。

こ
の
花
い
っ
ぱ
い
運
動
が
町
中
に

広
が
れ
ば
素
暗
し
い
で
す
ね
。

唾

Soumu
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手
作
り
料
理
で
国
際
交
流

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
大
学
生
と
町
農
協
婦
人
部

臣事丁田府江

六
月
二
日
、
甘
酒
茶
屋
で
県
の

外
国
青
年
招
へ
い
事
業
で
鳥
取
県

を
訪
れ
た
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
学
生
二

十
五
人
と
町
農
協
婦
人
部
（
越
峠

恵
美
子
会
長
）
と
の
交
流
会
が
開

か
れ
ま
し
た
。

こ
の
交
流
会
は
、
鳥
取
大
学
や

米
子
工
業
高
校
の
学
生
と
の
懇
談

会
、
三
朝
町
で
の
ホ
ー
ム
ス
テ
ィ

な
ど
十
日
間
の
日
程
の
う
ち
の
一

日
、
農
村
婦
人
と
の
手
作
り
試
食

会
と
し
て
計
画
さ
れ
ま
し
た
。

開
会
式
で
は
、
町
を
代
表
し
て

出
席
し
た
遠
藤
教
育
長
が
、
「
こ
れ

か
ら
は
私
た
ち
も
世
界
の
中
の
日

本
人
と
し
て
自
覚
す
る
こ
と
は
も

ち
ろ
ん
、
進
ん
で
国
際
交
流
を
図

り
、
国
際
人
と
し
て
の
知
能
や
能

力
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
大
切
で

あ
る
と
考
え
ま
す
。
今
日
は
思
い

も
か
け
ず
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
大
学
生

の
方
々
と
こ
う
し
て
ひ
ざ
を
つ
き

あ
わ
せ
国
際
交
流
が
で
き
ま
す
こ

と
は
、
私
た
ち
山
の
中
に
住
ん
で

い
る
者
に
と
り
ま
し
て
ま
た
と
な

い
良
い
機
会
を
与
え
て
い
た
だ
い

た
と
よ
ろ
こ
ん
で
い
ま
す
」
と
あ

い
さ
つ
し
て
歓
迎
し
ま
し
た
。

試
食
会
で
は
、
農
協
婦
人
部
が

大
山
お
こ
わ
を
ど
の
山
菜
料
理
を
、

学
生
た
ち
が
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
郷
土

料
理
を
作
っ
て
会
食
し
ま
し
た
。

「
私
の
娘
と
お
を
い
年
」
と
い
う

農
協
婦
人
部
の
お
母
さ
ん
や
、
「
知

り
あ
え
て
よ
か
っ
た
」
と
い
う
フ

ィ
リ
ピ
ン
の
学
生
た
ち
、
掘
手
を

か
わ
し
、
片
言
の
日
本
語
に
手
ぶ

り
身
ぶ
り
で
家
族
の
こ
と
、
大
学

の
こ
と
な
ど
話
が
は
ず
み
、
四
時

間
ほ
ど
の
短
い
時
間
で
し
た
が
心

の
通
う
有
意
義
な
交
流
会
に
な
り

ま
し
た
。

㊨療ト
ダ
ン
ゴ
づ
く
り
に
挑
戦

鏡ケ成にあやめの群生

鏡ケ成国民休暇村ぎぼし山荘前の湿

原に自生のあやめ（野花しょうぶ）が

みごと花をつけました。あやめは、江

府町では瓜菜沢に多く自生し、昭和47

年に町の花として指定され、親しまれ

ています。

鏡ケ戊では、3年ほど前から株が増

えはじめ雑草を刈り取るなど整備をし

たところ、年々広がり、今では幅10㍍、

長さ50㍍にわたって紫色の美しい花を

咲かせるようになりました。

支配人の伊達信夫さ．んは、これから

も整備を続けて保護し、道板を敷いて

散策コースをつくるをど、鏡ケ成を訪

れる人の憩の場にしたいと楽しみにし

ています。

元
気
い
っ
ぱ
い

貝
田
老
人
ク
ラ
ブ
運
動
会

ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
み
な
が
ら
体

力
づ
く
り
を
と
、
六
月
十
九
日
、

貝
田
地
区
農
村
広
場
で
貝
田
老
人

ク
ラ
ブ
（
谷
田
喜
代
治
会
長
）
の

運
動
会
が
開
か
れ
、
約
五
十
人
の

お
年
寄
り
た
ち
が
二
チ
ー
ム
に
わ

か
れ
、
つ
な
ひ
き
・
ボ
ー
リ
ン
グ
・

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
・
花
吹
雪
な
ど
の

競
技
を
元
気
い
っ
ぱ
い
楽
し
み
ま

し
た
。

貝
田
老
人
ク
ラ
ブ
で
は
健
康
づ

く
り
に
一
年
間
を
通
じ
て
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
が
盛
ん
で
す
が
、
七
月
十

九
日
の
郡
体
に
は
女
子
チ
ー
ム
が

町
代
表
と
し
て
出
場
、
第
二
位
に

輝
き
ま
し
た
。

▲力仕事（9）はまかしておいて

Soumu
四角形

Soumu
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昭和63年7月31日発行－（8）

さ
そ
い
あ
っ
て
お
出
か
け
く
だ
さ
い

伝
統
行
事
江
尾
十
七
夜

文
明
年
間
江
美
城
主
蜂
壕
安
房
守
の
創
始
に
よ
り
、

伝
え
受
け
継
が
れ
、
五
〇
〇
年
の
伝
統
を
も
つ
江
尾
十

七
夜
が
今
年
も
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
す
。
個
人
・
団
体
・

部
落
を
問
わ
ず
多
数
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

第217号

行事日程

十1　 日 時　 間 行　　　 事　　　 名 会　　 場

前 夜 祭

8 日16 日

12 ：00～ 旗　 火　 才丁　 卜 町総合グランド

16 ：30～ 時　 代　 行　 列 江 尾 町 内

ケ

〃

i＿［ 尾 駅 前

16 ：30～ 江　 美 城 太 鼓

19 ：30～ 裏　 大 山　踊　 り

19 ：40～ 伯嘗天神ばや．し太鼓

（火） 20 ：00、・ 火 文 字 点 灯 （16） 久　 遠　 Hl

21 ：00 ～ 郡　 上　 踊　 り 江　 尾　 駅　 前

山　 車　 展　 示 江　 尾　 町　 内

十 七 夜

8 円17 日

12 ：00－ 旗　 火　 打　 卜 町総合グランド

14 ：00～ 少 年 相 撲 大 会 江美神社規内

18 ：00－ 江 美 城 太 鼓 江 尾 町 内

′シ

江 尾 駅 前

19 ：30～ 仁　　 輪　　 如

19 ：40～・ 伯書天神ばやし太鼓

20 ：00 ～・ 火 文 字 点 灯 （十七夜） 久　 連　 山

20 ：00 ～ 花 火集 中打 上 町総合グランド

20 ：30 ～

2 1 ：30～

十　 七 夜　踊　 り L 之 段 広 場

江 美 神 社

擁） 〔希望者には十七夜踊 り保存会 に

よって、踊 り（古代地）の審査 を行

い個人に認定書 が交付 されます〕

荒 神 神 楽

山　 車　 展　 示 江　 尾　 町　 内

臨時バス

大河原行　午後11時

小江尾入口発

大平原行　午後11時

農協米倉庫前発

尾上原行　午後11時

農協米倉庫前発

十十十

≪ビアホール列霊のご案内≫

17日、午後7時から10時まで、JRの協力でビアホール列車（奥大山

チロル号）を営業します。場所は江尾駅構内（商工会前ホーム）です。

臭大山チロルの里だより（8）

高
貴
・
可
憐
に

エ
ー
デ
ル
ワ
イ
ス
花
開
く▲エーデルワイスの花

昨
年
か
ら
江
府
町
婦
人
会

の
皆
さ
ん
の
お
世
話
に
な
っ

て
育
て
て
い
ま
し
た
オ
ー
ス

ト
リ
ア
チ
ロ
ル
地
方
の
代
表

的
野
草
エ
ー
デ
ル
ワ
イ
ス
が

可
憐
を
花
を
つ
け
ま
し
た
。

草
の
高
さ
は
五
c
m
～
十
五

c
m
ぐ
ら
い
で
細
長
い
、
白
い

ウ
ー
ル
の
よ
う
を
葉
が
真
申

の
金
色
の
花
を
つ
つ
む
よ
う

に
咲
い
て
い
ま
す
。
こ
れ
は

陽
が
強
く
て
湿
気
が
な
く
を

る
の
を
防
ぐ
た
め
の
よ
う
で

す
。現

地
で
は
七
月
～
八
月
に

か
け
て
、
一
、
五
〇
〇
m
以
上

の
高
地
で
、
岩
に
か
じ
り
つ

く
よ
う
に
し
て
咲
い
て
い
ま

す
。

Soumu
四角形

Soumu
四角形



第217号昭和63年7月31日発行

交

通

指

導

員

十

三

人

を

任

命

醇ノ

町　　報

今
後
二
年
間
、
町
内
の
交
通
安

全
の
指
導
を
し
て
い
た
だ
く
町
交

通
指
導
員
の
任
命
式
が
七
月
十
九

日
行
わ
れ
、
十
三
人
に
井
上
町
長

か
ら
辞
令
書
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

式
で
は
町
長
が
激
励
の
言
葉
を

述
べ
た
後
、
指
導
月
を
代
表
し
て

遠
藤
量
之
㌔
が
「
交
通
非
常
事
態

の
昨
今
に
あ
っ
て
、
悲
惨
を
交
通

事
故
の
防
止
の
た
め
、
交
通
安
全

の
意
識
高
揚
と
交
通
指
導
の
実
践

に
懸
命
に
努
力
い
た
し
ま
す
」
と

宣
誓
さ
れ
ま
し
た
。

新
し
く
任
命
さ
れ
た
指
導
員
は

次
の
方
々
で
す
。

＼／∫｝　　イ
川上奮夫も　浦部　肇も　小笠原定義も
（御　机）　（洲河崎）　（新　一）

亀田幸満も　石原忠哉軋　遠藤量之も
（大河原）　　（新　道）　　（本　－）

遠藤　功も　藤原信雄も　芦立喜明も
（貝　田）　（池ノ内）　（本　四）

沢口　勉も　河上順書も
（助　沢）　　（本　三）

収も　入江恭子さん河上
（宮　市）　　（新　一）

▽
保
健
婦
か
ら
ひ
と
こ
と
…
…
…
：
三
好
静
佳
㌔
・
賢
太
郎
J
（
洲
河
崎
）
が
母
と
子
の
よ
い
歯
コ
ン
ク
ー
ル
で
県
一
に
▽

江　　府

昭
和
六
十
三
年
度
〝
母
と
子
の
よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル
〃
が
、
去
る
六
月
二
十
八
日
、

県
庁
で
開
催
さ
れ
、
江
府
呵
の
三
好
静
佳
㌔
（
三
〇
歳
）
・
貫
太
郎
言
（
四
歳
）
が
県
一

に
な
り
、
県
の
代
表
と
し
て
、
十
月
に
行
わ
れ
る
全
国
コ
ン
ク
ー
ル
に
推
せ
ん
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
〝
子
供
の
た
め
に
何
か
を
残
し
て
や
り
た
い
″
と
い
う
お
母
さ

ん
の
気
持
が
実
っ
た
表
彰
で
し
た
。
県
コ
ン
ク
ー
ル
に
提
出
さ
れ
た
三
好
さ
ん
の
作

文
を
紹
介
し
ま
す
。

▲三好賢太郎くんと静佳さん

＊
土
台
づ
く
り
は
母
親
が

親
が
子
供
に
し
て
や
れ
る
こ
と
、

し
な
け
れ
ば
在
ら
な
い
こ
と
は
沢
山

あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
こ
れ
と
い
っ

て
取
得
の
な
い
私
は
、
そ
れ
で
も
何
か

子
供
の
記
念
に
在
る
も
の
を
残
し
て

や
り
た
い
と
常
々
思
っ
て
お
り
ま
し
た
。

そ
こ
へ
二
年
前
、
子
供
の
検
診
で

歯
の
コ
ン
ク
ー
ル
の
事
を
聞
か
さ
れ
、

運
よ
く
親
（
祖
父
）
ゆ
ず
り
の
歯
を

持
ち
あ
わ
せ
た
私
は
、
そ
れ
じ
ゃ
と

思
い
つ
い
た
の
で
す
。

小
さ
い
頃
は
、
自
分
で
歯
の
管
理

を
す
る
事
は
難
か
し
く
、
私
自
身
自

覚
を
持
っ
た
の
は
高
校
の
時
、
保
健

の
先
生
に
「
三
年
間
虫
歯
の
を
か
っ

た
の
は
三
人
だ
け
で
し
た
よ
」
と
言

わ
れ
た
時
で
し
た
。

そ
れ
か
ら
は
、
周
囲
の
人
達
が
虫

歯
の
痛
み
を
口
に
さ
れ
る
の
を
聞
い

て
も
自
分
に
は
わ
か
ら
ず
、
そ
れ
が

ま
た
幸
せ
だ
を
と
思
う
よ
う
に
在
り
、

つ
く
づ
く
歯
の
大
切
さ
を
感
じ
る
よ

う
に
在
り
ま
し
た
。

大
人
で
も
嫌
い
を
治
療
を
子
供
に

さ
せ
て
も
可
愛
そ
う
で
す
。
何
と
か

自
分
の
子
供
達
に
は
、
し
な
く
て
済

む
な
ら
さ
せ
ま
い
と
思
う
よ
う
に
在

り
、
そ
れ
が
結
婚
・
妊
娠
と
な
っ
た

時
、
自
分
自
身
の
歯
も
大
事
で
す
が

生
ま
れ
て
く
る
子
も
と
、
食
事
の
仕

度
暗
に
だ
し
い
り
二
を
チ
ョ
ッ
ト
失

敬
し
た
り
、
牛
乳
も
以
前
よ
り
多
め

に
飲
ん
だ
り
し
て
カ
ル
シ
ウ
ム
を
補

う
よ
う
に
心
が
け
、
好
き
嫌
い
せ
ず

何
で
も
食
べ
る
努
力
を
し
ま
し
た
。

子
供
が
生
ま
れ
て
か
ら
も
、
小
魚

を
骨
ご
と
食
べ
た
り
、
子
供
に
も
だ

し
い
り
二
を
小
さ
く
つ
ぶ
し
て
食
べ

さ
せ
た
り
、
歯
が
生
え
始
め
て
か
ら

も
役
場
の
検
診
や
、
フ
ッ
素
塗
布
等

必
ず
参
加
し
、
あ
ご
の
発
育
促
進
の

指
導
も
そ
の
際
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
そ
の
か
い
あ
っ
て
（
？
）
今
の
と

こ
ろ
丈
夫
を
よ
う
で
す
。

自
分
の
小
さ
い
頃
は
思
い
出
せ
ま

せ
ん
が
、
そ
れ
で
も
こ
ん
な
丈
夫
を

歯
を
持
た
せ
て
く
れ
た
親
に
感
謝
す

る
と
共
に
、
我
が
子
に
も
親
と
し
て

管
理
し
て
や
れ
る
事
は
し
て
や
り
た

い
と
思
う
。
せ
め
て
も
の
親
心
で
す
が
、

今
後
も
努
力
を
積
み
重
ね
規
子
共
々

良
い
歯
を
保
ち
た
い
と
H－
心
い
ま
す
。

Soumu
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報－一昭和63年7月31日発行－（10）

一老齢福祉年金受給者のみなさんへー

「国民年金証書」・「所得

などの申立書」を役場へ

老齢福祉年金の支払いが、8月11日

（木）から始まります。

早目に郵便局で受けとって「匡l民年

金証書」と「国民年金特別証書」・「所

得などの申立書」を役場民生課福祉係

へ提出してください。

俣野簡易郵便局で受けとられる方は、

「証書」・「特別証書」・「申立書」とも

簡易郵便局へ提出していただきますと、

郵便局から役場へ送付されます。

「所得をどの申立書」は記入もれの

ないよう全部記入し、捺印のうえ提出

してください。

用紙のなく在った方は、役場へ申し出て

ください。

5

1
名
が
愛
の
献
血

六
月
九
日
、
町
内
五
か
所
で
行
わ
れ
た
献
血
事
業
に
五
十
一
名
の

方
々
の
温
か
い
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
献
血
さ
れ
た
み
な
さ
ん
は
次
の
と
お
り
で
す
。

な
お
、
☆
印
は
、
献
血
功
労
章
交
付
者
（
十
回
献
血
）
の
方
で
す
。

－
敬
称
略
－

〔
江
府
町
農
協
前
〕

第217号

徳
岡
健
男
、

和
也

〔
レ
ス
ト
ラ
ン

加
藤
忠
和
、

人
美
、
上
口
一

遠
藤
敏
彦
、
清
水

・
ワ
ン
エ
イ
ト
前
〕

川
上
和
人
、
生
田

郎
、
藤
原
泰
久

平
田
典
昭
　
水
田
直
美

〔
日
本
国
土
開
発
小
田
急
前
）

大
枝
健
二
、
小
林
孝
行
、
本
地

徳
久
、
宮
原
正
義
、
平
松
重
孝
、

田
村
節
男
、
中
尾
法
生
、
熊
谷
嘉

昭
（
四
〇
〇
此
）
、
塚
原
守
（
四

○
○
舶
）
、
角
政
美
、
福
地
健
人
、

田
崎
安
昭
、
鈴
木
良
晴
、
足
立
浩

子
〔
東
亜
・
美
保
前
〕

森
崎
清
志
、
前
野
一
夫
、
柴
田

福
子
、
小
山
明
子
、
柴
田
萱
、
石

井
紘
一
、
中
村
和
也
、
荒
木
光
雄

東
山
光
祐
、
南
俊
雄
、
武
田
壮
一

郎
、
園
井
正
浩
、
松
尾
書
弘
、
横

山
晴
美
、
宇
田
川
垂
徳
、
大
野
木

昭
夫
、
守
谷
光
二

〔
江
府
町
役
場
前
〕

福
羅
恵
美
子
、
☆
阿
部
朝
親
、
池

田
健
一
、
井
上
あ
け
み
、
井
上
倶

子
、
☆
藤
森
史
子
、
川
端
孝
志
、
影

山
久
志
、
南
波
千
明
、
板
井
久

選
挙
一
口
メ
モ

ー
㈲
選
挙
三
な
い
運
動
－

公
職
選
挙
法
で
は
、
選
挙
に
金

が
か
か
ら
な
い
よ
う
に
、
ま
た
政

治
や
選
挙
が
金
品
で
汚
さ
れ
を
い

よ
う
に
寄
附
を
し
た
り
求
め
た
り

す
る
こ
と
を
禁
止
し
て
い
ま
す
。

政
治
家
や
候
補
者
を
ど
は
、
自

分
の
選
挙
区
内
の
人
に
対
し
て
次

の
よ
う
な
寄
附
を
す
る
こ
と
が
禁

止
さ
れ
て
い
ま
す
。

・
入
学
、
卒
業
、
就
職
を
ど
の

お
祝
い
に
、
品
物
や
お
金
を

贈
っ
た
り
、
旅
行
す
る
人
に

餞
別
を
贈
る
こ
と
。

・
選
挙
区
か
ら
の
陳
情
者
に
対

し
て
食
事
を
出
し
た
り
、
お

み
や
げ
品
を
あ
げ
る
こ
と
。

・
町
内
会
を
ど
の
集
ま
り
に
弁

当
や
飲
物
を
差
し
入
れ
る
こ

と
。

・
開
店
祝
い
の
花
輪
や
お
葬
式

の
供
花
を
贈
る
こ
と
。

ま
た
、
有
権
者
の
方
か
ら
、
政

治
家
や
候
補
者
な
ど
に
こ
れ
ら
の

寄
附
を
求
め
る
こ
と
も
、
ま
た
受

け
と
る
こ
と
も
禁
止
さ
れ
て
い
ま

す
。選

挙
が
な
い
と
、
つ
い
忘
れ
が

ち
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
日
頃

か
ら
－
贈
ら
な
い
・
求
め
な
い
・

受
け
と
ら
な
い
ー
三
つ
の
基
本
を

強
い
意
志
で
貫
い
て
く
だ
さ
い
。

Soumu
四角形

Soumu
四角形



昭和63年7日31日発行－　第217号

人の動き

5月届け

徳
岡
　
公
人

長
嶋
め
ぐ
み

小
林
　
英
宣

谷
口
智
恵
美

安
田
　
英
樹

谷
田
千
鶴
香

小
瀧
　
　
昇

宮
尾
　
貴
子

加
藤
　
修
司

新
美
　
祥
子

）））））
小
江
尾

東
京
都
江
東
区
か
ら

米
子
市

中
江
尾
か
ら

米
子
市

貝
田
か
ら

武
庫
か
ら

江
尾

俣
野

京
都
市
西
京
区
か
ら

一
紺
お
詔
…
吊
っ

報
　
小
江
尾
　
篠
田
太
土

下
蚊
屋
　
仲
田
裕
紀

■
ご
め
い
福
を
祈
り
ま
す

丁田府江

貝
　
田
　
遠
藤
嘉
了

柿
　
原
　
奥
田
麻
美

□
こ
結
婚
を
祝
し
ま
す

信
也
長
女

拓
也
長
男

健
治
長
男

光
春
長
男

功
司
長
女

本
　
西
徳
岡
た
か

新
　
道
梅
林
千
夏

吉
　
原
遠
藤
千
里

洲
河
崎
浦
部
く
ま

宮
市
原
酒
井
晴
規

池
の
内
加
藤
寛
治

小
江
尾
篠
田
佐
一

9
9
歳
和
哉
宅

1
歳
亮
一
宅

6
0
歳
克
美
宅

9
2
歳
秀
人
宅

3
7
歳
照
美
宅

8
3
歳
寛
治
宅

9
4
歳
玄
正
宅

田
中
　
謙
二

白
石
　
美
幸

山
内
　
　
諭

篠
田
　
美
保

大
岩
　
英
二

藤
田
　
由
美

三
浦
　
哲
也

秋
禾
　
真
理

梅
木
　
　
浩

清
水
　
綾
美

加
藤
　
浩
晃

上
前
真
理
子

加
藤
　
達
志

林
　
　
幸
子

）））））））
米
子
市

江
尾
か
ら

西
伯
郡
岸
本
町

中
江
尾
か
ら

下
蚊
屋

和
歌
山
県
か
ら

佐
川

米
子
市
か
ら

島
根
県
八
束
郡

佐
川
か
ら

京
都
市
西
京
区

江
尾
か
ら

俣
野

東
京
都
国
分
寺
市
か
ら

［
月
∬
U
u

五
月
中
寄
託
分

●
香
典
返
し
と
し
て

尾
上
原
　
作
茂
　
速
水
　
殿

（
養
母
房
子
様
ご
逝
去
）

新
一
　
砂
口
　
康
江
　
殿

（
夫
五
郎
様
ご
逝
去
）

新
道
　
　
梅
林
　
茂
樹
　
殿

（
長
女
千
夏
様
ご
逝
去
）

洲
河
崎
　
浦
部
　
秀
人
　
殿

（
母
く
ま
様
ご
逝
去
）

吉
原
　
　
遠
藤
　
克
美
　
殿

（
妻
千
里
様
ご
逝
去
）

小
江
尾
　
篠
田
　
玄
正
　
殿

（
父
佐
一
梯
ご
逝
去
）

本
四
　
　
徳
岡
　
静
子
　
殿

（
母
た
か
様
ご
逝
去
）

宮
市
原
　
酒
井
　
照
美
　
殿

（
長
男
暗
視
様
ご
逝
去
）

ロ
内
祝
と
し
て

久
連
　
　
田
中
　
晴
子
　
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

新
一
　
河
内
　
萱
洋
子
　
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

久
連
　
　
谷
口
　
光
代
　
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

本
一
　
神
坂
　
克
行
　
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

洲
河
崎
　
浦
部
　
辰
夫
　
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

半
ノ
上
　
瀬
島
　
緑
　
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

新
二
　
　
沖
田
　
繁
雄
　
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

貝
田
　
　
森
田
　
哲
也
　
殿

（
長
男
直
之
様
退
院
）

大
河
原
　
野
田
　
俊
恵
　
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

池
ノ
内
　
加
藤
　
明
子
　
殿

（
ご
本
人
梯
退
院
）

佐
川
　
宮
本
　
浅
男
　
殿

（
長
男
剛
賢
様
退
院
）

特
別
寄
付

昭
和
六
十
二
年
度

共
同
募
金
報
償
金

目
標
額
一
一
〇
％
以
上
達
成

十
九
部
落

以
上

社
会
福
祉
協
議
会
に
ご
寄
付
い
た

だ
き
ま
し
た
。
厚
く
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

＊
前
号
の
町
報
の
誤
植
が
あ
り
ま
し

た
次
の
箇
所
を
訂
正
い
た
し
ま
す
。

れ
　
歳
入
に
つ
い
て

n
r

町
税
総
額

二
〇
億
六
、
五
〇
〇
万
円
を

二
一
億
六
、
五
二
万
二
千
円
に

そ
の
他
の
歳
入

二
億
三
、
二
二
万
三
千
円
を

二
億
三
、
三
一
四
万
三
千
円
に

P．15　P．14　P．7表

被
保
険
者
一
人
当
り
保
険
料
を

被
保
険
者
一
人
当
り
医
療
費
に

し
尿
処
理
に
設
置
を
増
設
を

し
尿
処
理
に
設
備
を
増
設
に

工
事
費
二
千
円
を
二
千
万
円
に

▼
国
保
健
康
ク
イ
ズ
書
は
次
ペ
ー
ジ
）

毎
日
ビ
ー
ル
を
飲
む
人
は
動

脈
髄
化
に
な
り
に
く
い
？

口
且
　
［
凧
山

心
筋
併
進
に
な
り
や
す
い
タ

イ
プ
A
と
は
？

①
血
液
型
の
A
型
の
人

命
野
心
豪
で
が
ん
ば
り
丘

③
の
ん
び
り
し
た
タ
イ
プ

㈱東京法規出版発行ミ健康なるほどクイズミより

Soumu
四角形

Soumu
四角形

Soumu
四角形
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人の動き

6月届け

□
お
誕
生
お
め
で
と
う

民事町府江

新
　
二
　
山
川
達
矢

武
　
庫
　
西
村
悠
奈

半
の
上
　
瀬
島
敬
啓

久
　
遠
　
生
田
　
渚

入明慶浩
美正伸市

二二長長
女男女男

□
ご
結
婚
を
祝
し
ま
す

高
岡
　
富
雄

坂
口
富
士
枝

陶
山
　
茂
芳

小
倉
　
留
美

石
川
　
　
剛

藤
森
由
里
子

松
本
　
里
志

松
木
　
順
子

浅
井
　
泰
司

森
　
　
和
美

中
島
　
昭
生

関
内
　
明
美

柳

生

一

男

前
田
　
妙
子

西
村
　
　
偉

加
藤
ゆ
か
り

））））））））
西
伯
郡
淀
江
町

江
尾
か
ら

東
伯
郡
大
栄
町

御
机
か
ら

境
港
市

江
尾
か
ら

武
庫

兵
庫
県
揖
保
郡
か
ら

島
根
県
安
来
市

武
庫
か
ら

東
伯
郡
赤
碕
町

久
連
か
ら

江
尾

沖
縄
県
国
頭
郡
か
ら

米
子
市

柿
原
か
ら

安
藤
　
　
昭

前
畑
智
映
子

汐
田
　
修
平

中
村
真
由
美

武
庫

富
山
県
高
岡
市
か
ら

西
伯
郡
大
山
町

下
安
井
か
ら

≠
∴

常

州
□
別
7
6
6
2
9
8
4
6

8
2
2
5

…
人
目
㌢
2
．
L

州
等
女
轍

■
ご
め
い
福
を
祈
り
ま
す

本
　
四
安
田
　
舞
6
歳
純
孝
宅

貝
　
田
末
次
素
量
8
4
歳
健
三
宅

小
江
尾
長
尾
時
治
8
1
歳
　
厚
宅

［
月
誹

ー
　
ご
ざ
い
ま
し

六
月
中
寄
託
分

‥
巨
し
た
“

●
香
典
返
し
と
し
て

池
ノ
内
　
加
藤
　
寛
治
　
殿

（
父
寛
治
様
ご
逝
去
）

貝
田
　
　
末
次
　
健
三
　
殿

（
父
素
量
様
ご
逝
去
）

□
内
祝
と
し
て

本
一
　
勝
見
　
純
　
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

新
一
　
本
高
　
親
雄
　
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

本
一
　
岡
田
　
若
枝
　
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）
㌦

宮
市
　
　
長
岡
　
寿
幸
　
1
殿

（
長
女
幸
香
様
退
院
）

佐
川
　
　
加
藤
　
貞
子
　
殿
．

（
ご
本
人
様
退
院
）

洲
河
崎
　
浦
部
　
晴
子
　
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

小
原
　
　
川
上
　
研
吾
　
殿

（
長
女
菜
穂
子
様
退
院
）

本
五
　
　
村
上
　
成
人
　
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

本
四
，
　
深
田
　
善
人
　
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

佐
川
　
　
高
木
　
哲
也
　
殿

（
長
女
あ
り
さ
様
退
院
）

本
五
　
　
川
端
　
兼
一
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

本
三
　
　
冨
田
　
克
彦
　
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

大
河
原
　
小
峯
　
玉
子
　
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

以
上

社
会
福
祉
協
議
会
に
ご
寄
付
い
た

だ
き
ま
し
た
。
厚
く
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

江府町社会福祉協議会
善意銀行受払報告

1．4月末累計額
340，023円

2．5月中寄託額
419，000円

内　訳

香典返し　235，000円
内　　祝　127．000円
特別寄付　　57，000円

3．支出額
な　し

4．5月末累計額
759．023円

1．5月末累計額

759，023円
2．6月中寄託額

190，000円
内　訳

香典返し　　30．000円

内　　祝　160．000円

3．支出額

な　し

4．6月末累計額
949，023円

こ
れ
ま
で
の
い
ろ
い
ろ
を
研
究

か
ら
、
適
度
を
ア
ル
コ
ー
ル
　
（
ビ

ー
ル
と
は
限
ら
を
い
）
は
、
動
脈

硬
化
を
予
防
す
る
善
玉
コ
レ
ス
テ

ロ
ー
ル
を
ふ
や
す
こ
と
が
確
か
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
適
度
と
は
一
日

日
本
酒
な
ら
一
合
（
一
八
〇
舶
）
、

ビ
ー
ル
を
ら
大
ぴ
ん
一
本
、
ウ
ィ

ス
キ
ー
な
ら
ダ
ブ
ル
一
杯
程
度
。

た
だ
し
、
こ
れ
に
気
を
よ
く
し

て
飲
み
す
ぎ
な
い
こ
と
。
飲
み
す

ぎ
る
と
、
逆
に
動
脈
硬
化
を
招
い

た
り
、
肝
臓
病
を
引
き
お
こ
す
の

は
ご
存
知
の
と
お
り
で
す
。

タ
イ
プ
A
と
は
、
ア
メ
リ
カ
の
M

フ
リ
ー
ド
マ
ン
博
士
ら
が
行
在
っ

た
性
格
行
動
型
を
タ
イ
プ
A
、
B
の

二
つ
に
分
け
た
一
つ
で
す
。
心
筋
梗

塞
に
か
か
る
危
険
が
あ
る
か
ど
う
か

の
判
断
法
と
し
て
用
い
ら
れ
、
日
本

で
も
同
様
の
結
果
が
出
て
い
ま
す

タ
イ
プ
A
は
、
い
つ
も
自
分
に

責
任
を
感
じ
、
し
か
も
行
動
的
で

が
ん
ば
り
屋
。
と
こ
ろ
が
心
に
ゆ

と
り
が
を
く
、
強
い
ス
ト
レ
ス
と

隣
り
合
わ
せ
に
毎
日
を
送
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
に
対
し
、
B
タ
イ
プ

は
万
事
に
の
ん
び
り
屋
。
こ
の
二

つ
の
う
ち
A
タ
イ
プ
は
心
筋
梗
塞

に
見
舞
わ
れ
や
す
い
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
心
当
り
の
あ
る
人
は
心

の
余
裕
を
も
て
る
生
活
を
。

Soumu
四角形
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